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フランス西北部ブルターニュ地方にあ

る人口５千人の港町ペロスギレックに、2

歳の娘を連れて家族３人で移り住んだの

は１９８６年であった。当時電電公社の横

須賀通信研究所の研究員であった私は、

人材交流をしていたフランス郵電省の中

央研究所（ＣＮＥＴ）に幸いにも一年間の

滞在を許されたのである。

日本の東北地方によく対比されるブル

ターニュ地方は、今でこそフランスの誇

るＴＧＶ（新幹線）が開通し便利になったが、当時はパリから電車

を乗り継いで５時間以上かかる過疎地であった。遠い昔アー

サー王の伝説で名高いケルト民族が支配しローマ帝国と対峙し

たこの地は、ブレトン語という言語、多くの神話やそれにまつわ

る古城、史跡、修道院が残るミステリアスな地方である。カンヌ

やモナコのような陽光溢れる南フランスとは対極といっていい。

さて初めての海外生活で最も苦しんだのは、フランス語での

同僚との社交であった。渡航前に一年ほどフランス語学校に通

い多少は話せるつもりになっていたが、同僚が主催する深夜ま

で続く夕食会が難儀だった。付け焼刃のフランス語では、機関

銃のようなフランス人同士の会話についていけるわけも無く、ま

して家族はお手上げであった。忍耐の数時間である。“フランス

人と打ち解けたかったら、まずはともかく一緒に食事してワイン

を飲みなさい”との教えを胸に秘めつつも、招待状が届くと憂鬱

な毎日が始まるのだった。

ＣＮＥＴには印象に残る研究者がいた。コロンビア出身の彼女

は4カ国語をこなす才媛で音声認識の研究者だが、聴力が無

い。彼女は読唇術ですべての会話を理解していた。読唇術はＳ

Ｆ映画の中では見たことがあったが、実際これには驚いた。井

の中の蛙が世界の広さを実感した瞬間である。

当時まだケータイは世界的にもアナログ方式しか実用化され

ておらず、同じ欧州でも、国毎に方式が異なり利便性が悪かっ

た。実際フランスでは、当時ケータイは一般にはほとんど利用さ

れていなかった。そんな中ＣＮＥＴには、

次世代のデジタル携帯電話システムの基

本コンセプト研究チームがあった。この

研究が、その後世界を席巻した第２世代

デジタル携帯電話システムＧＳＭ(Global

System Mobile) のベースとなる。ＣＮＥ

Ｔの研究チームは、欧州他国の研究機関

と共同で、欧州標準を作成するために日

夜奮闘していた。ほとんどの国々が陸続

きで、電車に数時間も乗れば国境を越え

てしまう欧州では、必然的にコンセプトから仕様の標準化と相

互接続性を充分意識して設計された。これが結果として、機器

コスト削減や設備導入の容易性をもたらし、欧州以外の大陸、す

なわちアフリカやアジア、最近は北米や南米でも広くＧＳＭが採用

導入される結果になった（現在では２１０カ国、地域にて運用中）。

日本の標準方式ＰＤＣが日本に留まったのと対照的である。ＧＳＭ

で採用されたＳＩＭ方式（ＩＣカードを使った加入者情報管理）は、

第3世代方式ＦＯＭＡでも採用されるなど、ＧＳＭの世界的成功は

ケータイの進化、発展に大きく寄与することになったのである。

このように先進的なシステムの基本コンセプトが、あの暗く寂

しい神話の半島ブルターニュで生み出されたことを思うと何だ

か不思議な気分になる。

中世の15世紀フランス、オルレアンに生まれた17歳の少女ダ

ルクは、英国との100年戦争で疲弊した祖国の危機を守るよう

にとの神のお告げを受け立ち上がった。そして最後は火炙りに

よる死刑で命を落とした。

500年後、ブルターニュに棲息する神は再び目を覚まし、欧州

の英知に召集をかけた。そして彼らはＧＳＭという世界に誇る

ケータイシステムを生み出した。

今日17歳の美しいパリ達は、重い剣の代わりにカラフルで洒

落たケータイを肌身離さず持ち歩き、セーヌの河畔で音楽をダ

ウンロードし恋を語る。ジャンヌダルクは生まれたのが500年ば

かり早過ぎたのだろう。
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